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スポーツ。

それは私たちの「こころ」を鍛える最もすばらしい活動です。

体を鍛え、テクニックを磨く。

でも、それだけではスポーツは上手になれません。

スポーツで一番たいせつなのは「こころ」です。

個人競技であれ団体競技であれ、

相手に立ち向かう強い精神力と集中力が大切ですし、

チームメイトへの「おもいやり」と、互いに信頼しあう「こころ」がとても大切です。

スポーツは、私たちに健康な身体だけでなく、

豊かな創造性や、まわりの人たちへの優しさを育ててくれます。
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Our Policy －私たちの理念－



ひとつのボールを追う。ただそれだけの単純なスポーツ。

でも、なぜこんなに多くの人が夢中になるのでしょう。

それはパスという「コミュニケーション」を通じ、

ゴールという「夢」に向かうことで、

イレブンや応援する人の「こころ」がひとつになれるから。

その気持ちよさや、仲間とのきずなを感じられることが、

人気の秘密かもしれません。

フィールドを走るボールには、イレブンの「こころ」がぎっしり詰まっているのです。

ＳＯＣＣＥＲ（サッカー）。

この素晴らしいスポーツは、

これからもみんなの「こころ」をつないでいくでしょう。

HeartwarmingSport―SoccerForever.
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Our Policy －私たちの理念－
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Ｊリーグスタート以来、浦和レッズを支えてきてくれたのは、

ホームタウンである「ＳＡＩＴＡＭＡ」の人たちです。

私たち浦和レッズは、これからもホームタウンの人たちと

「夢」の共有をしていきたいと考えています。

そして、サッカーというスポーツを愛する「こころ」が

もっともっと育っていって欲しいと考えています。

浦和レッズは、「こころ」を育むことをテーマに、

サッカーという素晴らしいスポーツを通じ、

より多くのコミュニケーションが誕生する活動を行っています。

その一つが浦和レッズハートフルクラブです。

Our Policy －私たちの理念－



Our Symbol －私たちの象徴－
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私たちの「こころ」をこのシンボルに託し､ハートフルな活動を展開しています。



Planning Concept －企画主旨－
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浦和レッズの活動理念

1.浦和レッドダイヤモンズは、

社会の一員として青尐年の

健全な発育に寄与します。

2.浦和レッドダイヤモンズは、

地域社会に健全なレクリエ

ーションの場を提供します。

3.浦和レッドダイヤモンズは、

さいたまから世界に向けて

開かれた窓となります。

地域社会への貢献活動

ホームタウン構想のもと、浦和レッズの活動理念をより推進していく活動にチャレンジ！

心を育てるスポーツ＝サッカーの楽しさ、素晴らしさをもっと多くの方々と共有し、
ホームタウンに生活する方々とより多くのコミュニケーションを育む活動。

サッカーを通じ、ひとりひとりに

Ｈｅａｒｔ-ｆｕｌｌなふれあいの場を

創造していく

より豊かな市民生活の提案

より楽しいコミュニケーションの場の提供

こども・青尐年の健全な育成

ファミリーとのコンセンサス作り



Deployment Image －活動展開イメージ－
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ハートフルクラブスローガン

今だからこそ、サッカー（スポーツ）の楽しさと大切さを！

「守破 離」とは、物事を習得する上での段階を三つに分けた言葉（漢字）です。
一つ一つ段階を順番に踏んでいくことがとても重要です。

Basic
「守」とは、指導者の教えを正確かつ忠実に守り、基本となる作法・礼法・技法を
学ぶ段階です。物事の基礎となる知識を習得し、人としての土台を作ります。

Challenge
「破」とは、「守」で学んだ知識を生かしながらも工夫をして個性を出していきます。
勇気を出して物事にチャレンジする段階です。周りからも支持されるオンリー・ワンとな
るための知恵を身に付けます。

Value
「離」とは、「Meijin」と言われる境地のことです。新しい独自の道を確立させ、
他人から見ても自己としても価値を見い出す最終段階です。自分自身も心から
大いに楽しみます。

守 破 離

ハートフルクラブが伝えたい「楽しさ」とは、

物事に対して真剣に、そして一生懸命に取り組んだときに感じる、

ワクワクだったりドキドキする気持ちを意味します。

楽 し さ

Slogan －スローガン－



■ハートフルなサッカープログラム

■スポーツ文化イベントへの協力

スポーツ文化を育てる視点から､教育機関、自治体､市民
団体、企業などへ、情報提供、講演会などのイベントへの
スタッフ派遣などで協力していきます。

Heart-full Club Main Activities

活動を通じて、より多くの方々とのハートフルなコミュニケーションの輪を広げていきます。
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小学生を対象にした、６会場での定期サッカースクール。
保育園や幼稚園、小学校、中学校の要請に応じて行うクリ
ニック。河原や公園にも出向く、対象制限なしのサッカー
キャラバン。企業、団体と共同開催するサッカーイベント。
ブラインドサッカー等、障がい者の方々や、その他レディー
スやシニアの方々との交流も実施しています。

パートナー企業との共同企画による、サッカーの楽しさを伝える１日サッカー

クリニックです。ハートフルクラブのコーチたちが、楽しくサッカーを教えています。

スポーツが育むいちばん大切なものは「こころ」です。この「こころ」をテーマに、サッカー
を通して「人としての土台づくり」「思いやり」の大切さについて、お話をしています。

レッズキッズサッカー小学校授業サポート中学校部活サポート
レディースサッカーシニアサッカー障がい者サッカーサッカーキャラバン

ジュニアサッカー浦和駒場 ジュニアサッカー埼玉スタジアム

ジュニアサッカー与野八王子 ジュニアサッカーレッズランド

ジュニアサッカーくまがやドームガールズサッカー浦和駒場

ガールズサッカー東松山

ハートフルスクール

ハートフルクリニック

ハートフルトーク

ハートフルサッカー

アジアの国々へハートフルクラブのコーチたちが訪問し、

サッカーの楽しさ・大切さを伝える「草の根国際交流」を行っています。

ハートフルサッカーin ASIA

Main Activities －主な活動－
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ハートフルスクール実施概要

年長から小学校６年生までを対象にしたサッカースクールです。
年長から４年生までを対象とする週１回／半年間（前期・後期）のスクールと、５～６年生を対象とする通年のスクールがあります。
毎週同じ顔ぶれの中でサッカーをすることで、基本技術だけでなく、仲間を思いやる心や、みんなで心をひとつにして何かを成し遂げ
ようとする意欲が育まれます。
埼玉県内全６ヵ所で開催しています。

期間 ：前期（４月～９月）、後期（１０月～３月）、通年

ハートフルスクール

Heart-full School

曜日 スクール名 対象 参加人数

年長-4年生　約27名 x 5学年 x 2期 (前期・後期)

   　　 5-6年生 　約22名 x 2学年 x 1期 (通年)

年長-4年生　約27名 x 5学年 x 2期 (前期・後期)

   　　 5-6年生 　約22名 x 2学年 x 1期 (通年)

年長-3年生　約27名 x 4学年 x 2期 (前期・後期)

   　　 4-6年生 　約22名 x 3学年 x 1期 (通年)

年長-4年生　約27名 x 5学年 x 2期 (前期・後期)

   　　 5-6年生 　約22名 x 2学年 x 1期 (通年)

年長-4年生　約27名 x 5学年 x 2期 (前期・後期)

   　　 5-6年生 　約22名 x 2学年 x 1期 (通年)

年長-4年生　約23名 x 5学年 x 2期 (前期・後期)

   　　 5-6年生 　約12名 x 2学年 x 1期 (通年)

年長-4年生　約27名 x 5学年 x 2期 (前期・後期)

   　　 5-6年生 　約22名 x 2学年 x 1期 (通年)

合計 約 2,120人

ジュニアサッカー与野八王子

ジュニアサッカー東松山

火 ガールズサッカー浦和駒場 約 292人

金

金 ジュニアサッカー浦和駒場 約 316人

月

月

水

木

ジュニアサッカーくまがやドーム

約 316人

約 316人

約 316人

約 248人

ジュニアサッカーレッズランド

ジュニアサッカー埼玉スタジアム 約 316人
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■レッズキッズサッカー
【実施場所】 埼玉県内の幼稚園・保育園
【実施内容】 要請のあった幼稚園・保育園を訪問し、年長園児（満６歳児）を対象

に『元気に楽しく体づくり』を目標にして、スポーツに必要な身のこなし
を教えます。園児の集中力を考慮し、約４５分を基本とします。参加無料。

■小学校授業サポート
【実施場所】 埼玉県内の小学校
【実施内容】 体育の授業でサッカーの種目が行われる際にサッカーの指導にお伺

いします。サッカーの楽しさを体感し、「思いやり」の大切さを知ってもら
うことを目標としています。参加無料。

■中学校部活サポート（中学校体育連盟の協力を得て実施）
【実施場所】 埼玉県内の中学校サッカー部
【実施内容】 顧問の先生が多忙でなかなか指導ができないなど事情のある中学校

のサッカー部で、部活のサポートを行います。参加無料。

■サッカーキャラバン
【実施場所】 主催者が用意したグラウンド
【実施内容】 主催者が用意したグラウンドに出向き、臨時コーチを務めます。技術指

導はもちろん、サッカーに関する意見交換なども行っています。対象者
は無制限で、１グループ１０人位から受け付けます。１グループの申込
費用は５,０００円（備品運搬実費）。前月までに電話またはＦＡＸで受付。
その後スケジュールの調整を行います。

■その他
・参加者のニーズに合わせて内容の組み立てを行います。

実施例／シニアサッカー、レディースサッカー、親子サッカー、初心者サッカー、障がい者サッカー

ハートフルクリニック

園児からシニアの方まで、対象制限なしの１日サッカークリニックです。
体を動かすことやサッカー（スポーツ）の楽しさ、思いやりの大切さを伝えていきます。

Heart-full Clinic



11

ハートフルクラブパートナー、または団体との共同企画による、サッカーの楽しさを伝える１日サッ
カークリニックです。ハートフルクラブのコーチたちが、楽しくサッカーを教えます。

■会場タイトル「○○○○」ハートフルサッカー
※○○○○にはパートナー名が入ります。

■開 催日 土曜または日曜・祝日

■開催場所 原則として埼玉県内

■内 容 浦和レッズハートフルクラブコーチングスタッフ
によるサッカークリニック

■対 象 小学生 ※相談の上決定

■募集告知 浦和レッズホームゲームでの募集告知、
パートナー企業または団体による各開催における募集告知他

■募集定員 各会場200名程度

■参加 費 無料

■2010年度実施実績

●日程 ●スクール名 ●会場

・2010.03.07 朝日新聞ハートフルサッカー 埼玉スタジアム2002
・2010.04.29 与野フードハートフルサッカー 埼玉スタジアム2002
・2010.05.03 三菱商事ハートフルサッカー 駒場スタジアム
・2010.07.10 朝日新聞ハートフルサッカー 埼玉スタジアム2002
・2010.08.21 明治製菓ザバスハートフルサッカー 埼玉スタジアム2002
・2010.09.19 セレモニーハートフルサッカー 埼玉スタジアム2002
・2010.10.03 スポーツオーソリティハートフルサッカーレッズランド
・2010.10.31 三菱商事ハートフルサッカー 埼玉スタジアム2002
・2010.11.06 でんきちハートフルサッカー 埼玉スタジアム2002 
・2010.11.13 明治安田生命ハートフルサッカー レッズランド
・2010.11.23 三菱フォークリフトハートフルサッカー埼玉スタジアム2002
・2010.11.27 朝日新聞ハートフルサッカー 埼玉スタジアム2002
・2010.12.12 三国コカ・コーラハートフルサッカー埼玉スタジアム2002
・2011.03.01 エコ計画ハートフルサッカー 西浦和小学校

ハートフルサッカー

Heart-full Soccer



ハートフルトーク

◓ꜝ►fi♪ ○fiה◙הⱧ♇♅ ∞↑≢⌂ↄ⁸
◓ꜝ►fi♪ ○ⱨה◙הⱧ♇♅ ⌐⅔™≡╙⁸
כ◌♇◘ ☻ⱳכ♠ ─ ⇔↕≤ ↕╩ ∫≡╙╠℮√╘─ ≢∆⁹

☻ⱳכ♠⅜ ╗™∟┌╪ ⌂╙─│₈↓↓╤₉≢∆⁹

ⱴ⌐⁸כ♥╩₉╤↓↓₈─↓ ◐ꜗⱪ♥fi⅜◘♇◌כ ☻ⱳכ♠ ╩ ∂≡⁸
₈ ≤⇔≡─ ≠ↄ╡₉₈ ™╛╡₉₈ ₉ ─ ╩ ה ה ה ה ≢ ™╕∆⁹
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Heart-full Talk



２００７年のアジアクラブ王者を決する「ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）」出場を契機に、アジアの国々でハートフルクラブによる、
「草の根国際交流」を開始。サッカー（スポーツ）の楽しさ・大切さを伝える「草の根交流」、「青尐年の健全な育成」を目的に実施しています。

【対 象】主に小学生で、開催国の小学生50名以上。現地の日本人学校の生徒50名以上も対象とする。

【実施内容】約９０～１２０分、１派遣でセッション３～４回

【実施状況】計１６回（１０ヶ国）

■2007年度 4ヶ国7都市 ■2008年度 5ヶ国7都市 ■2009年度 4ヶ国 ■2010年度 3ヶ国
・中国 （上海） ・ＵＡＥ（アブダビ、ドバイ） ・香港 ・タイ
・インドネシア（スラバヤ、ジャカルタ） ・インドネシア（ジャカルタ） ・タイ ・韓国
・タイ（ホアヒン、バンコク） ・マレーシア（クアラルンプール） ・バングラデシュ ・台湾
・韓国（ソウル、全州） ・タイ（バンコク、チェンマイ） ・シンガポール

・シンガポール
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シンガポール
台湾

韓国 ＵＡＥ バングラデシュ

ハートフルサッカーin  ＡＳＩＡ

Heart-full Soccer in Asia
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２００９年浦和レッズは国連の友Ａｓｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ（略称FOUNAP）と提携を結びました。

ＦＯＵＮＡＰは、浦和レッズの取り組む、ハートフルクラブによる地域社会、国際社会に対する「子供の心を育む活動」、
身障者に対する各種の取り組み等、浦和レッズの行う地域社会貢献活動に対し、「世界平和に資する貢献活動」と評価しました。
また、浦和レッズも「国連の理念を啓蒙するＦＯＵＮＡＰの活動」を応援していきます。
両者の提携は、更なる社会貢献活動の充実を目指し締結するものです。

■ＦＯＵＮＡＰとは
・国連の関連機関の一つです。
・国連の理念（平和、人権、環境）を世界に啓蒙することが目的です。
・国連と民間の架け橋として各種事業を実施しています。

■浦和レッズとの連携
・「ハートフルサッカーin AＳＩＡ」において、ＦＯＵＮＡＰとの共催で行っています。
・コーチとハートフルスクールの子どもたちのウェアにＦＯＵＮＡＰのロゴを掲げています。
・２０１１シーズンより、トップチームのユニフォームにもＦＯＵＮＡＰのロゴを掲げています。

「Culture of Peace ! Culture of Football !」

Heart-full Soccer in Asia
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コーチ 神野 真郎
浦和レッズ（96～97）

コーチ 城定 信次
浦和レッズ（96～02）
アルビレックス新潟（02）
浦和レッズ（03）
湘南ベルマーレ（04～06）
湘南ベルマーレ普及部コーチ（07）

コーチ 池田 太
浦和レッズ（93～96）
浦和レッズユースコーチ（97～99）
浦和レッズユース監督（00）
浦和レッズユースコーチ（01）
浦和レッズコーチ（02～08）

コーチ 室井 市衛
鹿島アントラーズ（93～99）
浦和レッズ（00～01）
セレッソ大阪（01～01）
浦和レッズ（01～04）
ヴィッセル神戸（05）、横浜FC （06～07）

コーチ 桜井 直人
浦和レッズ（95～99）
ヴェルディ川崎（99～04）
大宮アルディージャ（05～08）
大宮アルディージャU- 12コーチ（09）

コーチ 長井 敦史
浦和レッズＪｒ.ユースコーチ（02～04）
浦和レッズＪｒ.ユースＧＫコーチ（04～05）

コーチ 永井良明
浦和レッズアマチュア

コーチ 石黒 琢也
JAPANサッカーカレッジサッカー専攻科

ホームタウン推進本部普及部

部長 宮崎 義正

ホームタウン推進本部普及部

課長 辻谷 浩幸

ホームタウン推進本部普及部

村瀬 稼容

キャプテン落合 弘
日本サッカーリーグ得点王（69）
同リーグ最多連続試合出場260試合
日本代表コーチ（87～92）
浦和レッズヘッドコーチ（92～94）

メディカルスタッフ原田 純子

浦和レッズハートフルクラブ

■連絡先
〒３３８－０８２５
埼玉県さいたま市桜区下大久保１７７１

代表（火～金10：00～17：00）
TEL ０４８－８４０－５５０２
FAX ０４８－８４０－５５０３

Staff －スタッフ－
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1960年与野市（現さいたま市）創業の食品スーパーマーケットチェーン。現在は県内19店
舗を展開。安心、安全、健康をキーワードとする本物志向の商品の開発や、環境に配慮し
た店作りを通じて、お客様に信頼され、親しまれるスーパーマーケットを目指している。

本社／埼玉県さいたま市中央区下落合1027
設立／1960年
http:// www.yono.co.jp/

╛̝ ʦ

アメリカ最大級の大型スポーツ専門店。国内では70を超える店舗を運営。
埼玉県内には浦和美園店・与野店・北戸田店・川口店・川越店・熊谷店・羽生店・越谷レイ
クタウン店があり、浦和レッズグッズをはじめあらゆるスポーツシーンに対応する品揃えを
展開。（浦和美園店のみ「サッカーFAN SHOP」）
全国規模のサッカー大会に協賛する等、より地域に密着したスポーツ店を目指している。

本社／東京都中央区日本橋蛎殻町1- 36- 5
設立／1995年

http:// www.sportsauthority.co.jp/

╛̝

「地域社会の発展や環境に貢献し、信頼され、愛される企業市民となる」が経営理念。
豊かな自然と多様な文化を育んできた埼玉、群馬、新潟の3県が販売エリア。

本社／埼玉県桶川市加納180
設立／1963年

http:// www.mikuni- ccbc.co.jp/

ʢᶮ ╛̝

昭和60年（1985年）に埼玉県与野市上落合で創業し、現在では埼玉県下家電量販業界ナ
ンバーワン企業（埼玉県内6店舗・都内3店舗）に成長し、更に飛躍を目指しています。
ロープライスを追求するだけでなく、常にお客様の視点に立ち多様なニーズに的確にそし
て迅速にお応えすることを経営方針としております。ハートフルクラブを通じて地元埼玉県
の地域社会へ貢献し、新たな価値を創造していきます。

本社／埼玉県さいたま市中央区上落合2- 3- 4アルーサＡ館2F
設立／1985年

http:// www.denkichi.com/

╛̝

環境・食・貢献をテーマに、環境貢献企業として、資源の節約と資源環境型社会の実現を
目指す、総合リサイクル業。
小学生による手作りの環境新聞「ジュニアエコタイムス」発行を手がけるなど、子供たちの
環境に対する意識向上を推し進める活動に取り組んでいる。

本社／埼玉県さいたま市桜区田島8- 4- 16
設立／1970年

http:// www.eco.co.jp/

╛̝

╛̝

埼玉県下で互助会を核とした事業を展開しています。地域の皆様のライフステージに「安
心」と「ゆとり」をモットーに、互助会会員はもちろん、未加入の方々においても暮らしに役
立つサービスをご提供しております。セレモニーは、浦和レッズ及びハートフルクラブの
パートナー企業として、地元地域の皆様とともに浦和レッズを熱く応援しています。

本社／埼玉県さいたま市浦和区常盤9- 4- 13 
設立／1964年
http://www.ceremony.jp/

╛̝

株式会社明治は、明治グループの食品会社として、食のおいしさ、楽しさ、心身の両面での
健康価値提供を通じて、お客様の生活充実に貢献していきます。

＜スポーツサプリメント・ザバス＞
記録に挑み、自分に挑み、決してあきらめないあなたへ。そのために費やした時間と情熱が
報われるために。ザバスは、スポーツライフを食で応援します。

本社／東京都江東区東陽町新砂1丁目2番10号
設立／1917年
http://www.meiji.co.jp/ 株式会社 明治
http://savas.jp/ ザバス

Heart-full Club Partners



浦和レッズハートフルクラブ活動はこれまでに4,197回行われ、252,323人が参加しました。

2010年度実施回数／参加人数
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2010年4月から2011年3月までのハートフルクラブ活動は全体で559回行われ、32,195人が参加しました。

※2009年513回32,354人、2008年595回37,962人、2007年640回41,339人、2006年562回36,214人、 2005年555回38,198人、 2004年497回20,884人、 2003年276回13,177人

※2011年3月時点のデータに基づく

４．ハートフルトーク ６．ハートフルイベント

幼稚園・保育園 1回 200人 in タイ 4回 201人 イベントキャラバン 22回 2,428人

小学校 0回 0人 in 韓国 3回 160人 ※企業・団体のイベントに参加

中学校 4回 1,900人 in 台湾 3回 100人 クラブイベント 7回 1,776人

高校 1回 80人 ※クラブのイベントに参加

大学 1回 350人

その他 4回 250人

11回 2,780人 10回 461人 29回 4,204人

５．ハートフルサッカー in Asia

埼玉スタジアム  32回 360人 キッズサッカー 82回 5,112人 朝日新聞 2回 347人

与野八王子  32回 360人 小学校授業 86回 9,345人 与野フード 1回 151人

浦和駒場   64回720人 中学校授業 1回 160人 三菱商事 2回 346人

東松山  32回 360人 サッカーキャラバン 74回 3,904人 明治製菓ザバス 1回 183人

レッズランド  32回 360人 シニアサッカー 1回 89人 セレモニー 1回 189人

くまがやドーム 　32回 300人 レディースサッカー 1回 51人 スポーツオーソリティ 1回 207人

障害者サッカー 5回 523人 でんきち 1回 152人

親子サッカー 6回 424人 明治安田生命 1回 86人

中学部活サポート 15回 516人 三菱フォークリフト 1回 182人

三国コカ・コーラ 1回 94人

エコ計画 1回 183人

ハートフルミーティング 1回 46人

224回 2,460人 271回 20,124人 14回 2,166人

２．ハートフルクリニック ３．ハートフルサッカー１．ハートフルスクール
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浦和レッズでは

地域に生活する人びとのハートをキャッチし、

より多くのコミュニケーションが誕生する

ハートフルな活動を目指します。

With REDS

ᴇɪɁȸ

ハートフルクラブ

の推進活動

より多くの人びととの

コミュニケーション
Joint

Action
ȳɁȩɶș
ǠȒ˲Ƶ

浦和レッズハートフルクラブ

■連絡先
〒３３８－０８２５
埼玉県さいたま市桜区下大久保１７７１

代表（火～金10：00～17：00）
TEL ０４８－８４０－５５０２
FAX ０４８－８４０－５５０３

With Partners －パートナーと共に－


